
 

 

 

 

 

 

笑顔！熱心！協力し合う自然学校 

 9 月 9 日（金）～11 日（日）の 2 泊 3 日、

5 年生の子供たちは、ハチ高原へ自然学校に行

ってきました。はじめの 2 日間は、雨も降り天

候は今一つでしたが、プログラムの順番を変更

しながら、なんとか全ての予定を実施すること

ができました。 

登山の時には、はじめ「早く山頂まで行って

みたい！」と元気に言っていた子供たちも山の

中腹当たりでは、汗をいっぱいかいてハアハア

言いながら無言です。やっとのことで頂上に到着。「めっちゃしんどかったけど、登りきっ

たらむっちゃ気持ちええわ！」清々しい表情で話してくれました。ナイトウォークやキャン

プファイヤーでは、何も見えない真っ暗な森の中、聞こえてくるのは、虫の音と風の音、静

寂が響いていました。自然学校は、子供たちにとっていろいろな自然の姿（美しさや優し

さ、厳しさ）を体験させてくれたように思います。また、自然学校を通して子供たちの素晴

らしい姿を多く見ることができました。中でも感心したのは、飯盒炊爨の火起こしです。棒

を擦って火種を作るところから火を起こすのですがなかなか火種ができません。やっとのこ

とで火種ができても、かまどに火をうつすまでに消えてしま

う。2 時間たってもどの班からも火は起こりません。それでも

子供たちは、汗だくになりながら何としても火をつけようと頑

張ります。班の友達もはじめは「頑張れ！頑張れ！」と応援し

ていましたが、「同じリズムで声をかけた方がいいよ」と「イ

チ・ニ・イチ・ニ」というかけ声がかわり、みんなあきらめる

ことなく、火を起こすことに必死に火起こしをしました。最近

の子供たちは、うまくいかないとすぐ「無理！」と言って大し

た努力もせずあきらめてしまいます。５年生の粘り強さと仲間

意識に本当に感動しました。2 時間以上火起こしをして、かまどに火をつけられたのは、た

った 1 つの班だけでした。けれども、この火起こしの体験は、子供たちに教科書では学ぶこ

とのできない多くのことを学ばせてくれたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（校長） 

南五葉 
教育目標 心おだやかな子の育成 

神戸市立南五葉小学校 

http://www2.kobe-c.ed.jp/mgy-es 



 



 



 


